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～東経 130°からの挑戦～ 

９月７日（木）～９日（土）の３日間、第６８回鶴城祭が開催されました。天候にも恵まれ、

また、多くの来賓や保護者に見守られて、盛況のうちに終わることができました。 

文
化
祭 

★９月７日（木） 鶴城祭開会式・ステージ発表 

開会宣言の後は、恒例の「放送部のオープニングムービー」。中高全生徒で一つの体育館に

集って開会式を迎えるのは数年ぶりであり、自然と笑顔がこぼれます。中・高音楽部が、ポッ

プスやジャズなどを楽しく軽快に演奏した後は、クラスや仲良しの友人と組んだグループが、

ダンスや歌などを披露しました。中でも「ヲタ芸」と言われるサイリウムを振り回すダンスの

時に、生徒の興奮は最高潮となり、先生たちは若者のパワーに圧倒されていました。 

終盤は、空手道部の引き締まった型に魅せられ、さらに中・高書道部の完成されたパフォー

マンスに芸術の深さを感じさせられ、豊かな気持ちで初日の行事を終えることができました。 

★９月８日（金） 文化祭２日目  

２日目は、校舎や体育館、武道場など、あちらこちらに分かれて催しが行われました。校舎

ではクラス展示やアトラクション、バザー等が催され、趣向を凝らしたネーミングや企画内容

に魅かれて、長い長い行列ができているところもありました。 

体育館ではステージアトラクション、武道場ではバンドのライブ、生徒たちは友達と連れ立

って自分の観たいもののところに移動しながら、楽しく過ごすことができました。また、この

日は高校３年生の保護者は入場可能だったため、ますますにぎわっていました。 



 

  

 

  

                                                         

  

 

  

                                                        

                    

  

 

 

 

                                                        

                                                                

   

  

 

 

 

    

             

 

 

 

  

 

 

 

 

                       

  

 

 

応援紹介 

１位 弐区 

体
育
大
会 

総合優勝 

 参区 
 

★９月９日（土） 体育大会 

さわやかな天候に恵まれた体育大会。今年は、入場制限も設けられなかったため、保護者や

卒業生などたくさんの観客の姿が見られました。 

午前中は、５０Ｍ走や１５０Ｍ走などの走る競技、綱引き、大縄跳びなどで地区別に得点を

競い合いました。特に中学生の玉入れは数年ぶりにダンス付きになり、ノリノリのダンスは観

客の目を大いに楽しませてくれました。 

「応援紹介」では、今年は中学生の活躍も目立ち、各区で工夫を凝らした演技が光りました。 

午後は、部活動対抗リレーが行われ、ラケットや竹刀、水ロケットなど、それぞれの部の特

色を表すような用具をバトンがわりにして走る姿に、盛り上がりました。最後の種目「地区対

抗リレー」の後、得点発表が行われ、今年は、三区（黄団）が総合優勝を勝ち取りました。 

閉会式では、清水校長先生が「テーマどおり、一人一人が楽しめており、精一杯力を出し切

った。このがんばりが、この後の学校生活にも必ず生きてくる。自信を持ってほしい。」と講

評されました。また生徒会長の柴田昊輝さん（高２）は「数ヶ月前から準備してきましたが、

今日の皆さんの姿を見て報われました。皆さんの協力のおかげで成功させることができまし

た」と感謝の気持ちを伝えました。 

生徒会の皆さんをはじめ、多くの人に支えられて実現した“一人一人が楽しめる”鶴城祭で

した。 

８月２５日（金）、本校卒業後に九州大学に進学した学生が来校し、高校１年生と中学３年

生対象に講座を開きました。これは１０年ほど前から実施している行事で、文理選択など進路

選択の重要な時期にある生徒たちに参考にしてもらう目的で行われています。 

今回は、文学部、薬学部、芸術工学部、法学部、共創学部から１名ずつ、工学部から２名（い

ずれも大学３、４年生）の学生が来てくださいました。生徒は、自分の希望する学部の話を２

つ選択し、７つの教室に分かれて受講しました。 

九大生は、自分の高校時代のエピソードも織り交ぜて楽しい自己紹介から、大学生活、自分

の所属する学科や研究室の特色、授業で受けている科目の内容、大学卒業後の進路先などをパ

ワーポイントを使って、分かりやすく説明してくださいました。自分の先輩ということもあり、

講座によっては大いに盛り上がり、アルバイトのことやサークルのことなど大学生活につい

て、率直に質問する姿も見られました。 

「授業１コマは９０分もあるのか！」「工学部の中にもいろいろな分野があるんだなあ」な

ど、生徒は初めて知ることも多く、「九州大学」という大学にも強く興味を持ったようです。

講座を終えて、ある学生は「真剣に聞いてくれるしレスポンス（反応）もよく、改めていい学

校だと感じました。よい環境の中にいることを胸に刻んで、これから頑張ってほしいです」と

エールを送ってくださいました。 

九大生特別講座 


